
問　
市
民
の
環
境
へ
の
意
識
が

高
ま
っ
た
要
因
の
ひ
と
つ
に
挙

げ
ら
れ
る
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、

今
年
度
は
開
催
さ
れ
な
か
っ
た

が
、
開
催
中
止
に
至
っ
た
経
緯

に
つ
い
て
問
う
。

市
民
環
境
部
長　
当
初
か
ら
４

か
年
一
区
切
り
を
め
ど
と
し
て

開
催
し
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
。
今
年
度
は
経
費
面
や
内
容

等
を
改
善
、
考
慮
し
、
違
っ
た

形
で
１
月
30
日
に
開
催
予
定
で

あ
る
。

問　
環
境
保
全
事
業
に
貢
献
さ

れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

へ
の
支
援
と
し
て
費
用
の
一
部

を
環
境
保
全
費
と
し
て
予
算
計

上
し
て
は
ど
う
か
。

市
民
環
境
部
長　
行
政
が
す
べ

き
と
こ
ろ
を
率
先
し
て
や
ら
れ

て
お
り
、
是
非
予
算
化
の
方
向

で
や
り
た
い
。

問　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
問
う
。

市
長　
８
月
に
事
業
委
託
し
て

い
る
「
松
橋
駅
自
由
通
路
及
び

東
西
駅
前
広
場
等
整
備
事
業
に

伴
う
比
較
設
計
業
務
」
が
12
月

に
完
了
予
定
で
あ
る
。
そ
の
結

果
を
も
と
に
「
地
域
の
実
情
に

沿
っ
た
」
整
備
メ
ニ
ュ
ー
、
整

備
計
画
を
早
急
に
作
成
し
、
合

併
特
例
債
期
限
の
平
成
26
年
度

を
目
標
に
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
。

問　
３
月
議
会
で
、
国
か
ら
生

活
防
衛
の
た
め
の
緊
急
対
策
支

援
に
対
し
、
有
効
活
用
に
努
力

し
て
い
く
と
の
答
弁
を
受
け
た

が
、
そ
の
後
の
支
援
策
は
ど
の

よ
う
に
講
じ
て
い
る
の
か
。

企
画
部
長　
ふ
る
さ
と
雇
用
再

生
特
別
基
金
事
業
に
お
い
て
事

業
の
採
択
条
件
を
踏
ま
え
、
各

担
当
課
よ
り
提
案
さ
れ
た
新
規

事
業
の
効
果
と
委
託
先
の
検
討

を
重
ね
、
五
つ
の
事
業
を
選
定

し
、
県
に
対
し
採
択
申
請
を
し

た
。
内
容
は
駅
周
辺
開
発
推
進

室
に
よ
る
「
駅
周
辺
地
域
ま
ち

づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事

業
」
な
ど
、
事
業
費
総
額
３
３

８
５
万
８
千
円
、
雇
用
総
数
15

人
で
あ
る
。「
緊
急
雇
用
創
出

事
業
」
に
つ
い
て
は
、
不
法
投

棄
回
収
事
業
な
ど
16
事
業
費
４

７
０
７
万
８
千
円
、
雇
用
総
数

74
人
と
な
っ
て
い
る
。

問　
少
子
化
対
策
、
住
ま
い
に

対
す
る
支
援
策
の
事
業
化
の
考

え
を
問
う
。

市
長　
栃
木
県
鹿
沼
市
の
子
育

て
支
援
の
先
進
的
な
取
組
の
報

告
で
、
新
婚
家
庭
家
賃
補
助
事

業
は
民
間
住
宅
の
家
賃
の
一
部

を
補
助
す
る
制
度
、
第
３
子
世

帯
住
環
境
支
援
家
賃
補
助
は
第

３
子
以
上
が
生
ま
れ
た
世
帯
に

支
給
す
る
制
度
で
両
制
度
と
も

評
価
は
で
き
る
。
デ
ー
タ
収
集
、

概
算
事
業
費
、
財
源
確
保
を
含

め
た
研
究
調
査
を
行
な
う
。
市

発
展
の
思
い
の
意
見
、
提
案
を

検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

問　
民
間
資
金
で
建
設
、
運
営

す
る
借
上
型
市
営
住
宅
を
子
ど

も
が
減
少
し
て
い
る
小
学
校
の

小
規
模
学
校
不
知
火
町
松
合
地

区
及
び
小
川
町
小
野
部
田
地
区
、

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
限
界
集

落
に
子
育
て
支
援
公
営
住
宅
と

し
て
建
設
し
た
ら
ど
う
か
。
市

の
均
衡
を
図
る
意
味
で
も
重
要

な
施
策
で
あ
る
。
市
長
の
政
治

力
を
生
か
さ
れ
英
断
の
ほ
ど
を

問
う
。

市
長　

借
上
型
市
営
住
宅
は
、

交
付
金
を
利
用
し
た
建
設
に
よ

り
初
期
投
資
が
不
要
。
20
年
間

の
借
上
げ
で
財
政
支
出
の
平
準

化
、
建
設
費
の
削
減
ま
た
借
上

期
間
満
了
後
住
宅
が
市
の
財
産

と
し
て
残
る
。
建
設
の
立
地
条

件
は
、
子
育
て
支
援
の
ま
ち
づ

く
り
を
視
野
に
入
れ
、
交
通
、

就
学
、
生
活
の
利
便
性
を
最
大

限
に
考
慮
、
民
間
資
本
活
用
を

考
慮
し
つ
つ
、
定
住
化
の
礎
に

な
る
よ
う
取
り
組
む
。
借
上
型

子
育
て
支
援
住
宅
に
つ
い
て
は
、

地
元
等
か
ら
も
強
い
要
望
が
あ

る
。
よ
り
精
査
し
な
が
ら
、
実

現
で
き
る
よ
う
に
精
一
杯
取
り

組
ん
で
参
る
。
そ
の
た
め
の
議

員
の
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

問　

長
期
欠
席
の
子
ど
も
が

早
く
復
帰
で
き
る
よ
う
、
今

一般質問
中
村 

友
博  

議
員

「
環
境
行
政
に
つ
い
て
」

「
松
橋
駅
周
辺
開
発
に
つ
い
て
」

「
雇
用
対
策
に
つ
い
て
」

岡
本 

泰
章  
議
員

「
人
口
増
対
策
に
つ
い
て
」

後
長
期
欠
席
を
出
さ
な
い
よ

う
少
人
数
学
級
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
市
独
自

で
教
職
員
を
採
用
し
て
は
ど

う
か
。

教
育
部
長　

少
人
数
学
級
導

入
は
教
師
が
き
め
細
や
か
な

指
導
が
で
き
る
点
、
ふ
れ
あ

い
や
関
わ
り
合
い
が
増
え
不

登
校
不
登
級
の
生
徒
を
生
み

に
く
い
。
学
力
保
障
と
い
う

意
味
か
ら
も
学
習
支
援
員
の

配
置
を
検
討
す
る
。

問　

中
学
校
で
の
中
国
語
の

授
業
が
廃
止
に
な
れ
ば
小
学

校
の
上
学
年
で
は
で
き
な
い

か
。

教
育
部
長　

国
際
理
解
と
い

う
観
点
か
ら
中
国
語
の
学
習

機
会
を
設
け
る
よ
う
検
討
し

た
い
。

問　

宇
城
市
の
入
札
に
お
い

て
、
篠
﨑
市
長
の
実
兄
が
社

長
を
し
て
お
ら
れ
る
篠
﨑
造

船
鉄
工
所
が
、
水
道
工
事
を

２
件
（
４
０
０
０
万
円
）
受

注
し
た
。
宇
城
市
の
政
治
倫

理
条
例
に
よ
る
と
、
契
約
で

き
な
い
の
で
調
査
を
し
た
。

代
表
取
締
役
は
２
親
等
以
外

の
人
に
代
わ
っ
て
い
る
が
、
役

員
は
ほ
と
ん
ど
市
長
の
親
族

で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
実
態
は

全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
こ

れ
は
仕
事
を
受
注
す
る
た
め

に
意
図
的
に
行
わ
れ
た
と
し

か
思
え
な
い
。
こ
れ
は
政
治

倫
理
条
例
に
抵
触
す
る
で
は

な
い
か
。

市
長　

宇
城
市
政
治
倫
理
条

例
の
第
15
条
に
、
２
親
等
以

内
又
は
同
居
の
親
族
と
あ
る
。

登
記
簿
謄
本
を
確
認
し
た
が
、

浦
川
奈
美
枝
氏
が
代
表
取
締

役
で
あ
り
、
兄
は
役
員
で
は

な
い
。
浦
川
氏
と
私
は
２
親

等
以
内
で
は
な
い
の
で
政
治

倫
理
条
例
に
は
抵
触
し
な
い
。

問　

現
在
の
代
表
取
締
役
の

浦
川
氏
は
、
私
が
知
り
得
る

限
り
で
は
市
長
の
実
兄
の
奥

様
と
同
一
人
物
で
は
な
い
か
。

こ
れ
以
上
は
言
わ
な
い
が
、
代

表
取
締
役
は
代
わ
っ
て
も
会

社
の
中
身
は
全
く
変
わ
っ
て

な
い
。
例
え
る
な
ら
本
の
中

身
は
同
じ
で
表
紙
の
カ
バ
ー

を
代
え
た
だ
け
。
こ
う
い
う

こ
と
を
や
っ
て
い
い
の
か
。

市
長　

私
的
な
こ
と
は
公
の

場
で
の
答
弁
は
控
え
た
い
。

問　
現
在
、
宇
城
市
に
は
五
つ

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
あ

る
。
そ
の
中
で
、
小
川
町
の
日

岳
荘
だ
け
が
永
年
に
わ
た
っ
て
、

市
民
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
宇

城
市
の
土
地
を
無
償
で
貸
付
け

を
受
け
て
い
る
。
現
在
の
社
会

情
勢
に
照
ら
し
た
と
き
、
ま
た

市
民
の
目
線
に
立
っ
た
と
き
、

日
岳
荘
に
対
す
る
無
償
貸
付
け

は
改
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
前
市
長
時
代
、
監
査
委

員
か
ら
の
指
摘
を
受
け
、
買
取

り
若
し
く
は
有
償
契
約
で
き
な

い
か
と
協
議
し
た
が
、
老
人

ホ
ー
ム
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、

旧
小
川
町
の
信
頼
が
あ
っ
て
、

な
お
か
つ
無
償
契
約
と
い
う
条

件
で
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、

契
約
を
解
除
す
る
意
思
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
再
度
、

買
取
り
若
し
く
は
有
償
契
約
の

お
願
い
に
つ
い
て
は
、
か
な
り

厳
し
い
状
況
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

問　

介
護
保
険
の
被
保
険
者

が
福
祉
用
具
の
購
入
及
び
室

内
の
段
差
解
消
な
ど
の
住
宅

改
修
を
行
な
う
際
、
介
護
給

付
を
受
け
る
場
合
、
現
行
の

費
用
負
担
は
償
還
払
い
方
式

と
な
っ
て
い
る
が
、
費
用
立

替
払
い
と
い
う
負
担
の
軽
減

を
図
る
意
味
か
ら
受
領
委
任

払
い
方
式
を
採
用
で
き
な
い

か
。

健
康
福
祉
部
長　

最
終
的
に

は
、
施
工
業
者
の
方
々
の
ご

理
解
を
い
た
だ
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
の
で
、
今
後
こ
う

い
っ
た
方
々
の
登
録
を
し
て

い
た
だ
く
説
明
会
等
を
し
て

い
き
た
い
。
遅
く
と
も
平
成

22
年
度
中
に
は
実
施
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

父
子
家
庭
へ
の
児
童
扶

養
手
当
を
支
給
す
る
考
え
は

な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

導
入
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
熊
本
県
健

康
福
祉
部
で
も
、
国
に
概
算

要
求
を
行
な
っ
て
い
る
。
市

で
も
制
度
導
入
の
と
こ
ろ
で

平
成
22
年
度
当
初
予
算
で
要

求
す
る
予
定
な
の
で
、
現
段

階
で
は
、
国
の
方
針
動
向
の

判
断
を
待
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

中
山 

弘
幸  

議
員

「
透
明
性
の
あ
る
入
札
制
度
の
確

立
に
つ
い
て
」

河
野 

正
明  

議
員

「
福
祉
行
政
に
つ
い
て
」

「
市
民
の
財
産
の
適
正
管
理
に

つ
い
て
」

「
教
育
行
政
に
つ
い
て
」
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